
ᨻ府は、「2022年∧㜵⾨ⓑ᭩」を 7᭶ 22᪥にⓎ⾲しました。これは 12᭶に᪂たに⟇定される「国
家安全保㞀ᡓ␎」「㜵⾨大⥘」「中ᮇ㜵⾨力ᩚ備ィ⏬」の基♏となるᩥ❶です。中国やロシアへの⬣

威を↽り、大㌷ᣑのᚲせᛶを主張しています。アメリカの中国ᩛどᨻ⟇に同ㄪし、ⓑ᭩別冊で、「平

和を⏕むᢚṆ力」と㢟した≉㞟を⤌んでいます。⚾たちは「ᢚṆ力㸻㌷事力では平和はつくれない」

と主張してきました。≉㞟では南すㅖ島への⮬⾨㝲㓄備を♧した大きな地図が♧され、「㜵⾨力の

強化」のᚲせᛶが強ㄪされています。9᮲があるにもかかわらず、ここまで᮶ました。これを前ᥦ
に、今回の展♧のポイントは以下です。 
 
①⡿㌷の作ᡓィ⏬も⮬⾨㝲の作ᡓィ⏬も南すㅖ島に住む住Ẹの⏕命も⏕άを↓どせずには実⾜で

きません。77 年前の地上ᡓのグ᠈は「᪥ᮏはᡃ々をまたᤞて▼にするẼか」と⚾たちに✺き付
けています。 
② これは南すㅖ島だけ九州の基地⩌が南すㅖ島の後᪉ᨭ地域となり、同に司令㒊となります。

ではなく、九州もᡓ場になるということを♧しています。 
③ᡓ前の「帝㒔ᮾ京」を守るためのᤞて▼作ᡓィ⏬です。 
④⡿㌷からぢれば、島々がそれぞれ不ỿ✵ẕとして位⨨付けられ、᪥⡿の┦互㐠⏝ᛶにより、⡿㌷

基地・⮬⾨㝲基地の┦互利⏝の強化・一体化が㏣及されています。 
⑤対中国への⡿㌷中㊥㞳᰾ミサイル㓄備ィ⏬が強⾜されようとしています。「᰾共᭷」どころか、

◚⁛ⓗ᪥中㛵係が⏕まれてしまいます。 



出典㸸㝣上自衛㝲webサイト 

http://www.mod.go.jp/gsdf/about/structure

㸧 

 

◇島嶼防衛体制ὣ担西部方᭼隊

Ἷ中核Ẫ 

機動力ὕ警戒監視能力ὣ備Ἑ即

応機動部隊ἜἻị機動師団ậ旅

団Ἴ改編ỌẪ第 8師団ὀẩ先ᰚἢἷ

ị機動師団Ọ化ἦὝẪ 

◇᭐子戦部隊新設 

2021年 3月陸上自衛隊Ἷị᭐子戦Ọ専門部隊Ἕ健軍ᰜ屯地Ἰ発足Ἠẩ᭐磁波ὀ

宇宙ẩόὨᾔーἹ並新ἰἻ軍事᮵域Ẫ陸自ὀ九州ậ沖縄ὣ中心Ἴ5ή所Ἷ᭐子

戦部隊ὣἦἼ増設Ẫ司令部ὣ朝᭟ᰜ屯地ế東京都練ᰑ区ἻἺỀἼ置ἠẪ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

島嶼ᦼ等へのᥫかつ効率的なᤛᥘをするため、Ｖ－22オスプレイ 17

機と目ᦈ原ᰜ屯地に所在するヘリコプター約 50 機を加えた合計約 70

機、置予定。地元、漁協は反対をしているため、現在、木更津ᰜ屯

地に暫定備されている。 

 
 
 
 

◇2018年 3月発足Ẫ2400人規模Ἰ配置Ẫ2023年度末Ἴ竹松ᰜ屯地ế大村市ỀἼ

発足ἦἬ 3000人規模ἼẪ 

◇日本版海兵隊言ὠὝẪ島嶼防衛ἼἛἕἷ統合機動防衛力Ἴ基ἶẩ島嶼奪

回能力ὣ保持Ἠẩ水陸両用作戦任務Ἴ対応ị奪回ỌἿ任務ὣ担Ẫ 

 
海上自衛隊ậ陸上自衛隊ἹẩὦᾥᾮὯ海軍ậ

海兵隊ậ空軍Ἕ参加Ἠẩ2022年 2月 3日

(木)Ἔ 2月 7日 (月)Ἰ 

日米共同演習 

ịᾒーᾚᾯậᾙᾩーὼᾫᾷ 2022Ọὣ実施Ẫ 

2022年 7月 

陸上自衛隊所有ἿὮώᾛᾰὨἝẩ長崎県

内Ἴ初ᯝ来Ἠẩ水陸起動団Ἱ訓練 

 
 

 

産経新聞 2022.7.26Ἔ 



 
◇滑走路東側Ἷ公有水面ὣ約 21ᾜ 

 έᾃーᾯὣ埋ὒ立ἷἷ約 300ᾥ 

ーᾌᾯ延長Ἠ、普天間飛行場Ἱ同 

 規模Ἷ約 2700ᾥーᾌᾯἼἪ。 

◇基地内Ἴ米軍用宿舎（２００人収 

 容可能）、駐機場・燃料庫・弾薬庫 

 ἻἺが建設中。緊急時Ἴὀ米兵約 200人、戦闘機 12 機、輸送機 1 機Ἷ受ἢ 

入Ὕὣ想定。2016 年､米軍岩国基地Ἷ第一代替飛行場ἹἨἷ指定。 

◇2018 年１０月２４日Ἷ日米合同委員会Ἰ､築城基地Ἱ宮崎県Ἷ新田原基地Ἳ 

ἺἼ､緊急時Ἴ米軍機ὣ受ἢ入Ὕ施設Ἷ整備ὣ進ὒἤἹἼ合意。 

F-2A/Bὣ運用Ἢ第 8航空団が主力。 

 

◇2022.7.30米空軍無人偵察機ＭＱ９Ἷ 

 一時展開Ἴ提供ἪἹ閣議決定。管 

制塔ὕ格納庫、整備場ἻἺ７棟Ἱ、全 

 ἷἿ滑走路ὕ誘導路、駐機場Ἷ約 

 269万 9000平方ᾥーᾌᾯὣ米軍Ἴ提 

供。南西諸島Ἷ監視強化Ἷ一翼ὣ担 

い、「日米同盟Ἷ抑止力対処力Ἷ強化 

Ἱ、警戒・監視能力向上」ὣ図。 

◇2019 年か米軍岩国基地（山口県）Ἴ駐留Ἢ KC130 空中給油機Ἷ訓練Ἷ

一部移転ὣ受ἢ入。 

◇米軍Ἷ補給源。日米物品役務相互提供協定（ＡＣＳＡ）Ἴ基ἶき、2020、21 年

度Ἴ燃料ἻἺὣ提供Ἠἰ件数ὀ２年連続Ἰ最多ᾞーώ。 

 

                                                        

◇2024年度Ἴ 6機、25年度Ἴ 2

機ὣ配備Ἠ、将来的Ἴ約 20 機Ἷ

1個飛行隊ὣ編成Ἢ。 

◇Ｆ35ＢὀᾰーᾄーἼ感知ἦὝ

Ἴくいώᾊᾯώ性能ὣ備え、短距

離離陸、垂直着陸がἸきἿが

特徴。 

◇2018 年Ἴ日米政府ἼὙὛ、有

事ἻἺ緊急時Ἴ米軍Ἷ戦闘機ὕ

輸送機が新田原基地ὣ使用Ἰき

Ὑう、同基地内Ἴ米軍Ἷ駐機

場（４万㎡）、燃料貯蔵ᾃᾷέ（既

存Ἷ地中ᾃᾷέὣ貯蔵量９０００㎘Ἴ拡張）、誘導路、庁舎・倉庫等ὣ整備。日米共同

訓練ἱἢἸἻく「緊急時」Ἴ使用。緊急時Ἴ米軍Ἷ戦闘機 12 機、輸送機 1 機、米兵

約 200人Ἷ受ἢ入Ὕが可能Ἴ。 

 

◇最新鋭ώᾊᾯώ戦闘機 F35BἿ運

用ὣ想定Ἠἰ「空母化」ὣ図ἰὒ、

改修工事ὣ開始。◇相手領域内Ἷ

ᾣόὨᾯ発射基地ἻἺὣ破壊Ἢ

「反撃能力（先制攻撃）」Ἷ一翼ὣ担

う。◇横須賀基地ὣ母港ἹἪ同型

Ἷ護衛艦「いἫὓ」Ἱ 2 隻Ἷ「空母

化」Ἴ着手。◇改修Ἴὀ、2021 年度

予算Ἰ 203 億円ὣ計上。 2017/4/3 毎日新聞 



 
 

 

◇ᕈ空ᔬᜐᬘの  F2 戦機が 

2035 年᮪からᮬ次ᥗ役すること

から後継となる次期戦機を三ᗘ

᧸工（小牧南工場）が主力になり、

川崎᧸工・IHIなどと共同ᫌ発する。 

◇後継機はレーダーに発されに

くい国産初のステルス戦機とし

てᫌ発され、᫅ᢸᭆ巡ᜊミサイル

を搭ᤊする案もあり、2035 年には備をᫌ始し、90 機を備する予定。 

ᫌ発には、イギリスのᕈ空ᜐ大手ＢＡＥシステムズと機体を中心とする構

成品の共同ᫌ発し、エンジンはＩＨＩがイギリスロールス・ロイスと共にᫌ

発を担う。 

 
 
        
 
ᬒ上ᔬᜐᬘがᦀ用する１２式地対ᕛ៑導弾の

射程を将来的に１５００キロに延伸。主契約ᒊ

は三ᗘ᧸工で、現在の射程約 200km から当᭼は

900km を目指してᫌ発されるが、最終的には射

程 1,500km まで延伸。射程約 2000 ㎞の新型の

対ᕛ៑導弾もᫌ発（川崎᧸工）。今後、地対ᕛ

だけでなく空対ᕛ、ᕛ対ᕛもᫌ発。 

◇南ᝮ島に備されれば、北京・平壌も射程

に。 

 

 

 

土地制法とは、安全保ᬣ上、

᧸ᝯな施ឥ周の土地取引や

利用を制する。 

ᔬᜐᬘや米基地のほか、国

境のᭆ島など、᧸ᝯ施ឥの周

囲約１キロを「注区域」に

指定し、土地の利用状況など

の៣査権を政府に与える。

また、特に᧸ᝯな施ឥ周は

「特別注区域」に指定し、

一定᭼積以上の土地売ᡭに事

前届け出を義務付ける。昨年 6

月に成立し、今年 9月に本格 

的に施ᜊされる。 

 

問ᯃ点 

◇「注区域」においても「特別注区域」においても、土地建物の所有ᒊ

やᡶ借人らの氏名、住所、国籍、土地の利用状況などを៣査し、思想信条、

所属団体、友人係、海外渡ᕈ歴などにᔮるまで、個人情報を収ᬹし、利

用制を加え、従わなければ罰則もあるというもので、市民の権利や生活

に᧸大な侵害を引きᢧこす。 

◇基地や原発など監活動や反対ᦀ動をする人たちに対して、ᦀ動を委縮さ

せ弾圧の口実になる可ᓞ性がある。 

◇「生活施ឥ」の拡大対ᡈで日本中どこでも対ᡈになる可ᓞ性がある。 

◇៣査、制などはすべて内総理大ᔨがᜊい、国会への報告や検ឭする仕

組みが作られておらず、内総理大ᔨに強大な権と権力を与える。 

◇そもそも、立法目的にする立法事実が示されていない。 

 

三菱工小牧南工場 

工場 

三菱工小牧北工場 

工場 



2016.3.26 沿岸監視ᬘがᰜ留 ᭐子戦ᦼᬘも置予定 

指摘ἦὝ問題点 

★ᾰーᾄー（電磁波）ἼὙ健康被害  ★住民Ἷ要求ὀ「経

済効果」Ἰあἴἰ ★移動式ᾰーᾄーὓ配置Ἠ、有事Ἴὀ全島

が攻撃ἦὝおἮὝ ★住民ὉἿ説明ἻἨἼ弾薬庫ὣ設置 

★住民１４００人ἿἹἤἼ２５０人Ἷ自衛隊ἹἮἿ家族が移住Ἷ

結果、住民自治が損ἻὠὝおἮὝἻἺ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与那国島 
石垣島 

建設中の基地（５００～６００名置）   港の軍事使用も 

指摘される問ᯃ点 

★自治基本条例を改悪し、住民投票の権利を奪う  ★沖縄県の

環境アセスの対象からᥙれるため、施行１カ月前に着工  

★備されるのは車載式ミサイルなので有事には島中が標的にさ

れる ★有事の住民ᦡᭇ計画がズサン ★用地はᦂ去にᦉ法ᫌ発

の可能性が᱔い ★基地の排水溝が宮良川に流れみ、周辺には

農業用水、᯦料水のくみ上げ施設がある ᯦料水汚染の憂慮 

 など 



奄ᑣ大島 ᰑ毛島  

 

指摘ἦὝ問ᯃ点 

★ổ億Ộ千万Ἷ土地Ἕớ億ờ千万ἹἻἴἷ売却ἦὝ 

★奄ᑣὀᔬ然ᦞ産登ᩲἦὝἷἕẪ 

★Ỗổ年度᭐子戦ᦼᬘ備ậ射撃場ế大熊Ềẩ大模弾ᙡ庫ậổỔỔỔᾥーᾌᾯ×

ộế節子Ề＝兵站拠点 ἓἕἵἕἸ決定 

★ᜊលᏽế小ᨺ携ᜊẩ水ᢿ侵入លᏽỀ ᝮỖỚ演ᑹἸὀ民ᤛᥘᕑὣ

借Ὓ上ἣἷ兵器搬ᥘ 

★基地៑ᔯ派Ἷ理主張 交付税ẩ人口増ἼὙ地域活性化ẩ災害時Ἷ

ᥫἻ対応期待ẪὀἱὒἱἝᔬᜐᬘὀ問ᯃἻἕẩἿ៍ᠡ 

★ᾣόὨᾯᦼᬘ日共同លᏽậὮᾮὬᾷᾌύーᾯᾍếỖỔỖổậớỀẩ→Ꮊ局

Ἕ入ἴἷἠ ἻἺ 

 

 

指摘ἦὝ問ᯃ点 

★市᫅ế反対ὣ掲ἣἷ当ᦝἨἰỀἝផ画

Ἷᢀ否ὣἨὒἦἻἕἻἜớ億円Ἕ予算

ផ上ἦẩ事実上ផ画ἝᥳὒὝἷἕ 

★ᝮ之市Ἷ市民団体ὀỗỔ万筆Ἷ反対

ᑖ名ὣỖỔỖỔ年ổổ月ổớ日Ἴ提出Ἠἷἕ

 

★ợỠứử( 空母ᕛᤊ機ᭆ着ᬒលᏽ)

ὕᔬᜐᬘ機ἿលᏽἝᜊὠὝẩᰰᮣἝ

懸念ἦὝẪ夜លᏽὓ予想ἦὝẩị心

疾患ẩ睡眠ᬣ害Ἕ生Ἡ得ỌἹἿ指摘

ὓẪᰑ毛島ὀ種子島ἜổỔkm 

★周囲ὀᾌίᾚύẩᾌᾗὪὮἻἺἿ優ᕠ

Ἳ漁場Ẫ工事Ἷ影ᮧὓ心ἦὝ 森

林ἻἺἿᔬ然Ἕ破壊ἦὝẪᾢὶύὯ

ếᏉ滅ἿἛἮὝἿἓ地域個体ᑪἼ指

定ἦὝἷἕỀἝ生息Ἠἷἕ 

 

広
大
な
基
地 

ᾢὶύὯ 



沖縄島 

指摘ἦὝ問ᯃ点 

★宮古島ὀ᯦料水ἿἪὊἷὣ地下水Ἴ依存 地下水汚染ἿἛἮὝ 

★弾薬庫Ἔ民家ἸỖỔỔἄἨἜᭆὝἷἕἻἕ 

★ị弾薬庫ὣ保管庫ỌἹὪᾁἿ説明ὣἨẩᾣόὨᾯ等ὣ保管ἻἺ 

★ỜỔỔ人ὓἿᬘ員Ἕ来Ὕὁ行政Ἴὓ影ᮧ  ἻἺ 

 

宮古島  

宮古島 

ỖỔỖỗ年度ὣὒἺἼ市Ἷᬒ上自衛

ᬘ勝連分屯地Ἴ地対艦ᾣόὨᾯếỰỰỪỀ

部ᬘὣ配備Ἢ計画ὣ巡Ὓẩ防衛省ὀ同

分屯地Ἴ南西諸島ἿỰỰỪ部ᬘὣἹὒ

ị連ᬘ本部ỌἿ設置ὣ検討ἨἷἕẪ部ᬘ

ὣ指揮統制Ἢ本部機能ἿὌἜẩ射撃中

ᬘὕ整備部ᬘἿ配備ὣ検討ẪổỜỔ人規模

ἹἻ見通ἨẪ 

石垣Ἰὀ全島民Ἕ避ᭇἪἿἼổỔ日ẩ

宮古Ἰὀ航空機ỗỜổ機Ἕ必要ἹἿ試算 

銃ὣ持ἴἷ威嚇？ 

有事Ἷ住民避ᭇ計画 無理ἱ！  

無ཀྵ！ 武力攻撃事態ἼἛἕἷ

ὀẩ主ἰ任務Ἰἓ武

力排ᬇὣ全力Ἰ実施Ἢ

ἹἹὓἼẩ国民保護措置

ἼἵἕἷὀẩἤὝἼ支ᬣ

ἿἻἕ範囲Ἰ住民Ἷ避

ᭇậ救ᭇἿ支援ὕ武力攻

撃災害ὉἿ対処ὣ可能Ἳ

限Ὓ実施ἪẪ 
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自衛ᬘὀ住民ὣ守Ἳἕ！ 

南西諸島Ἴ配備ἦὝổỖ式地対艦

誘導弾ậỰỰỪ 


